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令和６年第７回大川市教育委員会（定例会）会議録 

 

令和６年４月３０日、大川市役所大会議室において、令和６年第７回教育委員会（定例会）を開催し

た。出席者及び会議の経過並びに結果は次のとおりである。 

 

１．開会及び閉会に関する事項 

開会  １５時００分 

閉会  １６時００分 

 

２．出席委員の氏名 

教育長  内藤 妙子 

委 員  谷川 朋昭 

委 員  蔵本美保子 

 委 員  今村 秀一 

 委 員  木下 明子 

 

３．欠席委員 

 なし 

 

４．事務局等の出席者 

学校教育課長          添田 宗孝 

学校教育課主幹指導主事     藤岡 忠司 

生涯学習課長          森  悟 

学校教育課課長補佐       緒方 範子 

学校教育課学務係長       西村 勇次郎 

生涯学習課課長補佐       米永 英人 

生涯学習課文化・社会・人権・同和教育係長 田中 健太郎 

記録者・学校教育課総務係    相浦 一也 

 

５．傍聴者 

なし 

 

６．付議案件 

審議事項 

（１） 議案第１３号 臨時代理の承認について（任期付市費負担教職員の任用について） 

（２） 議案第１４号 臨時代理の承認について（大川市スポーツ推進委員の委嘱について） 

（３） 議案第１５号 教職員のＳＮＳ等利用に関する基本方針の制定について 

 

報告事項 

（１） 会計年度任用職員等の任用について 

（２） 令和６年度学級編制について 

 

７． 教育長の挨拶の要旨 

（１）大川市制施行７０周年記念式典について 

４月２０日（土）に開催され、１２名の児童生徒学生のメッセージ披露があった。 
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小学生は、学校の総合的な学習などでのふるさと学習の学びから、大川市の特徴であ

る家具、大川組子、歴史、まつり、筑後川の良さ、更に交通手段や、大川の駅への期待、

ワンヘルスへの挑戦を提言してくれた。中学生は、大好きな大川市の発展のために、人と

のつながりやきずなを深めることや、年代に応じた公園や憩いの場の提供などのアイデ

ア、そして何よりも大川市の未来は自分たちが担うのだという決意を述べてくれた。 

大川市のふるさと学習の成果が出てきていると感じた。 

（２）登校中の交通指導・挨拶指導について 

新学期が始まって１ヶ月経ったが、落ち着いた様子に安心している。 

新学期に入り４日間、教育長、学校教育課長、指導主事、課長補佐、係長で登校中の交   

通指導・挨拶指導を実施した。校長先生方の日常的な指導に感謝する。 

（３）令和６年度の大川市の児童生徒数について 

児童生徒合計で１９８３人であり、前年度より６４人の減で、教育長就任年度の令和

２年度と比較すると１３８人の減となっている。 

一方、特別支援学級の数は増加しており、特別支援学級の児童生徒の割合としては、小

学校は８％（９８人）、中学校では５％（３５人）となっている。 

（４）教職員の人事異動の成果と課題について 

令和６年度、新規採用教員の配置は７人（小学校５人、中学校２人）となった。 

管理職は校長昇任が３人（うち２人は他市学校で昇任）、教頭昇任が３人、主幹教諭が

３人昇任となった。教頭昇任はいずれも女性であり、女性の管理職は市内２０人中７人

となり、率にして３５％（前年度２５％）となった（南筑後管内では令和６年度３９％、

令和５年度３８％）。 

８．議事の大要 

審議事項 
（１）議案第１３号 臨時代理の承認について 

（任期付市費負担教職員の任用について） 

質問・意見等なし 

≪採決≫ 全員挙手により原案のとおり承認 

審議事項 
（２）議案第１４号 臨時代理の承認について 

（大川市スポーツ推進委員の委嘱について） 

質問・意見等なし 

≪採決≫ 全員挙手により原案のとおり承認 

審議事項 
（３）議案第１５号 教職員のＳＮＳ等利用に関する基本方針の制定 

について 

委 員 

 

事務局 

 

 

  委 員 

 

欠席の連絡は、今も電話でのやり取りか。 

 

全部の学校ではないが、安全安心メールを活用している学校もあり、教職員の

働き方改革にもつなげているところである。 

 

周知文書を保護者に出すときには、「わいせつ行為があっているから」と明記す

るのか。 
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事務局 

 

 

保護者にも認識してもらうために、明記して出したいと考えている。 

 

≪採決≫ 全員挙手により原案のとおり承認 

報告事項 （１）会計年度任用職員等の任用について 

委 員 

 

 

 

教育長 

 

 

 

 

 

 

 

委 員 

 

 

教育長 

 

毎年人数が増えているが、正規の教員が増えると、この数は減るのか。教育実

習に来ても教員にならない人もいるし、教員免許を持っていても、なっていない

人もいると思が、この状況に対し、何かやっていこうということはあるか。 

 

現状、採用試験に合格し採用されても５年未満での離職が多く、本市でも昨年

度２名が退職した。また、良いことだが、男性教諭の育児休暇の取得者が増えて

おり、１年間育児休暇を取る教諭、時短で取る教諭もおり、そういう方の補充が

必要なため、非正規の数が多くなっている。 

県も採用試験を早めたり、大学３年から受験を可能としたり、そういう方針を

出して教員確保に努めている。  

すべて正規職員を充てるのが理想であるが、そうはいかない現状となっている。 

 

違う職業に就かれている方が、やはり先生になりたいと思ったときになれる状

況であるか。 

 

今年の新規採用者にも、民間で仕事されていたが、教員になりたいということ

で、免許も持っていなかったが、免許を取得し、採用試験に合格し、採用された

方がいる。 

 

報告事項 （２）令和６年度学級編制について 

質問・意見等なし 

 

 


